
 

 

開催日時 平成２６年２月１５日（土） １２：００～１３：００ 

開催場所 土手町コミュニティパーク（弘前市土手町） 

出席委員 委員長  石岡 徹、 委員  鳴海 清彦、佐藤 浩之、渋谷 拓弥、太田 眞理子、大西 晶子 

会社側出席者 
代表取締役社長：清藤 哲夫、  専務取締役：一戸 勝美 
取締役：倉田 昌直、  南 直之進、  新戸部 洋輔 
放送部マネージャー：花田 由香子、  放送部チーフ：玉田 雅規 

議 題 
（１）番組に対する意見要望 
（２）次回開催日について 4月19日（土） 

議事の概要 

○ 各委員が質問と意見や気が付いた点を述べる形で議事が進行した。 
 

１）課題番組  『ZAKZAKオピニオン』 （毎週水曜 １７：３０～１７：４０） 
 

① 皆さんの意見から、２０１３年が激動の一年であったことが思い返された。悪い印象のコメント 

が多い中、最後に前向きなコメントを持ってきて、それをパーソナリティがうまく利用してまと 

めていたのでよかった。 
 

② パーソナリティが落ち着いてまとめていて好印象だった。地元の高校の話題がでたときの 

パーソナリティのリアクションが、リスナーの声を代弁していたようでよかった。いろいろな 

年代の意見を、というコーナーなので、小学生など子どもの声もあってよかった。 
 
③ 各年代の意見を集めているのがよい。いろんな人の声が聞こえてくるのでよい番組だと 

思う。人の「がんばり」という部分を引き出せている。テーマ選びがよい。幅広い年代の 

関心を集められるようなテーマの作り方を今後もしてほしい。 
 

④ 非常にいい番組であると感じたが、いろんな人の意見を放送しているものの中身に関しては 

審議するに値しないのでは。 
 
⑤ 街の人の声が聞けるいい番組。どういう番組にしたいのかコンセプトをもってテーマを決め、 

インタビューをしてほしい。弘前にあるラジオ局という立場を認識し、アップルウェーブなら 

ではのテーマを設け、市民に問題提起するようなコーナーになってほしい。 
 
⑥ ただいろんな人の意見を聞くだけのコーナーにならないように。設定したテーマに関して、 

パーソナリティの意見をしっかり持ち、それをどこまで出せるかで重みが出せるのでは。 

また、インタビューを行う場所によっても意見は変わってくるのでは。   
 

 【審議機関の答申または改善】 

弘前にはすばらしい魅力がたくさんある。その魅力にラジオを聴いている人が気づけるような 

話題の提供など、アップルウェーブでなければできないことをしっかりやってほしい。 

 

 【審議機関の答申または改善意見の公表】 

  １）議事録を本社に配備し、社内各部署に配布 

  ２）ＦＭアップルウェーブのホームページに掲載 


